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【展示会『クラウド・ショー・ジャパン 2013』開催案内】 

主催：一般社団法人クラウド利用促進機構（CUPA） 

会期：2013 年 3 月 21 日（木曜）、22 日（金曜） 

会場：東京ビッグサイト 西館 

 

URL:  http:// cloudshow.jp  

本展示会への出展をご検討の企業・団体様は、CUPA事務局までご連絡を下さい。 

Cloud Show Japan 事務局のスタッフがご説明に伺います。 

問い合せ：contact@cloud.or.jp  

 

 

 

【2013 年『CUPA新年賀詞交歓会』のご案内】 

会場：銀座東武ホテル 

会期：2013 年 1 月 22 日（火曜） 

●勉強会：18：00～18：50 4F「藤」 ●賀詞交歓会：19：00～21：00 2F「芙蓉」 

詳細はメールでご案内済 ご参加お待ちしております 

 

http://cloudshow.jp/
mailto:contact@cloud.or.jp
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「実サービスから得られる、本物のノウハウが鍵」 

CUPA 運営委員 山崎 泰宏 

 

皆様、新年明けましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

CUPAでは、Cloud Show  Japan の企画を始め、今年も多くの話題を提供して行きたいと考えてい

ます。特に、本イベントでは、実利用が進んできたクラウドの現状を把握できるようにし、これか

らこの世界を当たり前に生きる若い世代へ、クラウドの真価を伝えられるものにしたいのです。ク

ラウドはもはやバズワードではなく、身近なビジネスモデルとして、すっかり定着したと言えるで

しょう。 

 

まさに昨年はクラウドコンピューティングの界隈はまさに実践の年だったのではないでしょうか。

今年はそこから実例が多く出て、成功と失敗の体験が共有されていき、ノウハウの年になることを

期待しています。既にリリースされたサービスや、もうすぐのものも含めて、今、非常に多くのク

ラウドコンピューティングサービスが試みられています。このような、トレンドから日常や当たり

前になっていく過程にこそ、本質があるのだと思います。 

 

ノウハウの中には、お客様との関係を通じた生々しいものも含まれるでしょう。純粋に技術だけで

は解決できない、細かなケアも重要なノウハウになるのだと思います。サービスとしての仕立て方、

解決しようとしているお客様の課題、こうしたものが、集大成となる年かも知れません。 

 

そしてそこに、技術の芽があるのではないでしょうか。クラウドコンピューティングが次に夢見る

未来の姿がそこにあるのではないでしょうか。目はお客様を見て、技術は未来を見ることが大切だ

と感じます。 

 

本年も、皆様方にとって、より良いお年になりますよう、お祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 
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「2012 年のクラウドを振り返る」 

CUPA 総合アドバイザー 林 雅之 

 

2012 年のクラウドに関する動きですが、ユーザに利便性の高いサービスが多く登場し、クラウ

ドビジネスが本格的に立ち上がってきたという印象のある年でした。 

クラウドビジネスでは、競争力の源泉はクラウドエコシステムを形成し、クラウドサービス事業

者やインテグレータなどが相互にWin -Win 関係を形成することが、重要であるということが如

実に出た年であったといえるでしょう。エコシステムで市場を圧倒的にリードしているのが

AWS です。 

そして、これまでのコンシューマ向けのサービスでリソースの変動の激しいユーザの採用から、

エンタープライズ、特に金融分野でもパブリッククラウドの浸透が始まった年でもありました。

2013 年は、クラウドサービス事業者が規模の経済と収益モデルをしっかりと確立することが重

要な年になるでしょう。 

技術の動向からも見てみたいと思います。今年は、OpenStack や CloudStack や Cloud 

Foundry などに代表されるようにオープンソースのクラウド基盤ソフトウェアが台頭した年で

もありました。オープンクラウドを採用しサービスを展開する事業者は増加傾向にあり、2013

年以降は、AWS に対抗する勢力の一つになる可能性も十分に考えられます。 

ネットワークレイヤでは SDN/OpenFlow 、そして、データセンターレイヤではOpen Compute 

Project が注目された年でもありました。2013 年は SDN/OpenFlow がデータセンター間や

IaaS の基盤として採用されるようになり、最も注目される領域となると予想されます。 

クラウドサービスの規模拡大に伴い、運用保守の自動化やクラウド連携（フェデレーション）、

クラウドブローカ、マーケットプレイス、さらには、クラウドセキュリティのあり方など、クラ

ウド周辺のビジネスやサービス、制度面のあり方にもより踏み込んだ検討や議論が必要となって

いくでしょう。 

クラウドの市場が成長する一方で、人材不足も深刻化しています。事業者による優秀な人材獲得

競争もより顕著となっていくでしょう。クラウド業界の発展のためにもクラウド人材の底上げと

クラウド業界で働くことの魅力を、業界一体となって取り組み、伝えていくことが重要な営みに

なっていくと考えられます。 

以下、2012 年の「『ビジネス 2.0』の視点」でのクラウドに関する投稿記事のまとめです。 

2012 年 1 月 

¶ 2012 年のクラウドトレンドに「オープンハイブリッドクラウド」(2012.1.11)  

2012 年 2 月 

¶ クラウドの情報発信源はコミュニティへ(2012.2.20)  

2012 年 3 月 

¶ クラウド分野の市場成長と雇用創出と人材不足感(2012.3.21)  

コラム-1 

http://blogs.itmedia.co.jp/business20/
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/01/2012-bc60.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/02/it-5a9a.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/03/post-de70.html
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¶ 「第五回 クラウドごった煮」に参加して #cloudmix (2012.3.15)  

2012 年 4 月 

¶ 世界におけるクラウドコンピューティングのセキュリティに関する議論の概要(2012.4.20)  

¶ 「オープンクラウド」とは何か？ (2012.4.23)  

¶ オープンソース・クラウド戦争の始まり？ 「CloudStack 」と「OpenStack 」の最近の動き

(2012.4.16)  

¶ CloudStack と OpenStack のこれから(2012.6)  

2012 年 5 月 

¶ （１）クラウド・エコシステムとは何か？ (2012.5.14)  

¶ （２）登場の背景 (2012.5.15)  

¶ （３）注目される６つの理由 (2012.5.16)  

¶ （４）SI ビジネスの行方 (2012.5.17)  

¶ （５）コミュニティの存在感 (2012.5.20)  

¶ （６）クラウドを推進する団体 (2012.5.21)  

¶ （７）オープンクラウドの展開 (2012.5.23)  

¶ （８）クラウド・エコノミクスの視点 (2012.5.24)  

¶ （９）エコシステムにおけるソーシャル・キャピタルの役割 (2012.5.25)  

¶ （１０）グローバル市場へ (2012.5.28)  

¶ （１１）全体最適化志向の「組み合わせ型」モデルへ (2012.5.29)  

¶ （１２）産業構造の変化と新規ビジネスの創出 (2012.5.30)  

¶ （１３）経営者の視点 (2012.5.31)  

2012 年 6 月 

¶ （１４）ベンチャー企業の役割 (2012.6.1)  

¶ （１５）政府の役割 (2012.6.4)  

¶ （１６）自治体クラウド (2012.6.5)  

¶ （１７）教育クラウド (2012.6.7)  

¶ （１８）医療クラウド (2012.6.8)  

¶ （１９）コネクテッド・エコノミー (2012.6.11)  

¶ （２０）ユーザドリブン (2012.6.12)  

¶ （２１）クラウド・イノベーションによる新たな価値創造 (2012.6.14)  

¶ （２２）ベンチャー企業とベンチャーキャピタル (2012.6.15)  

2012 年 7 月 

¶ （３２）加熱する IaaS レイヤ競争(2012.7.2)  

¶ （３３）クラウド上で繰り広げられるエコシステム間競争（グーグル、AWS 編）

(2012.7.3)  

¶ （３４）エコシステムで対抗軸を示すOpenStack 、CloudStack (2012.7.4)  

¶ （３５）オープンクラウドを推進するOpenStack 、CloudStack とは(2012.7.5)  

¶ （３６）オープンクラウドが AWS を超える日は？(2012.7.6)  

¶ （３７）成長するPaaS市場(2012.7.9)  

http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/03/cloudmix-01e3.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/04/post-3310.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/04/post-9ffc.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/04/cloudstackopens-144f.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/04/cloudstackopens-144f.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/04/cloudstackopens-31d5.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/05/post-0774.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/05/post-3e58.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/05/post-8d27.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/05/si-1579.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/05/post-66ec.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/05/post-8108.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/05/post-bd13.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/05/post-cf51.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/05/post-aab9.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/05/post-4c87.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/05/post-ee61.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/05/post-2fd3.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/05/post-2de7.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/06/post-9874.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/06/post-990c.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/06/post-eebd.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/06/post-4fd7.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/06/post-e92e.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/06/post-2bb7.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/06/post-526a.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/06/post-0dd3.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/06/post-7108.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/iaas-0835.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/aws-b72a.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/aws-b72a.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/openstackclouds-86ef.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/openstackclouds-1bfa.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/aws-16bf.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/paas-0254.html
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¶ （３８）OpenPaaS の登場(2012.7.11)  

¶ （３９）PaaSを展開する国内事業者(2012.7.12)  

¶ （４０）PaaSレイヤのエコシステム(2012.7.13)  

¶ （４１）国内の郊外型データセンターの動向(2012.7.17)  

¶ （４２）国内の首都圏データセンターと市場動向(2012.7.18)  

¶ （４３）グローバルデータセンターの動向(2012.7.19)  

¶ （４４）Open Compute Project  (2012.7.20)  

¶ ビッグデータ（１）デジタルデータの成長とビッグデータの定量的価値(2012.7.30)  

¶ ビッグデータ（２）ビッグデータとは？(2012.7.31)  

2012 年 8 月 

¶ エバンジェリストの存在(2012.8.31)  

¶ Cloud Week 2012 ＠北海道大学 「オープンクラウドカンファレンス２０１２」に参加して

(2012.8.30)  

¶ クラウドシフト（２）ＩＴ業界の構造変化(2012.8.28)  

¶ クラウドシフト（１）「ハイプ・サイクル 2012 」から見るクラウドテクノロジーの今後

(2012.8.27)  

¶ クラウドフェデレーションツールのまとめリンク(2012.8.24)  

¶ クラウド・エコシステム（４８）エコシステム形成における事業者の８つの役割と５つのプ

ロセス(2012.8.20)  

¶ （１０）SDN/OpenFlow のこれから（2012.08.17)  

¶ （９）各社の取り組み（まとめ）（2012.08.16)  

¶ （８）各社の取り組み（VMware ＋Nicira 編）（2012.08.15)  

¶ （７）SDN/OpenFlow の導入事例（海外）（2012.08.14 ）  

¶ （６）SDN/OpenFlow の導入事例（国内）（2012.08.13 ）  

¶ （５）OpenFlow の導入メリット（2012.08.10 ）  

¶ （４）SDN/OpenFlow が注目される背景（2012.08.09 ）  

¶ （３）OpenFlow の歴史（2012.08.08 ）  

¶ （２）OpenFlow とは（2012.08.07 ）  

¶ （１）概要編（2012.08.06 ）  

¶ ビッグデータ（５）ビッグデータの活用推進のための ICT 政策としての基本的な方向性

（2012.08.03 ） 

¶ ビッグデータ（４）米国政府におけるビッグデータの戦略的活用について（2012.08.02 ） 

¶ ビッグデータ（3）ビッグデータ活用のイメージ（2012.08.01 ） 

2012 年 9 月 

¶ クラウド関連市場予測のまとめ(2012.9.26)  

¶ クラウド時代の人材像（４）人材シフトは進むのか(2012.9.21)  

¶ クラウド時代の人材像（３）ユーザ企業とＩＴ企業のギャップ(2012.9.20)  

¶ クラウド時代の人材像（２）進むクラウド、動かぬ人材(2012.9.19)  

¶ クラウド時代の人材像（１）SI とクラウドとのギャップ(2012.9.18)  

¶ クラウド業界の人的なつながり(2012.9.14)  

¶ 東日本大震災復興対策「被災地域情報化推進事業」における自治体クラウドの実施状況

(2012.9.12)  

http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/openpaas-ed53.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/paas-5ffc.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/paas-391e.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/post-8e06.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/post-6867.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/post-7a49.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/open-compute-pr-c488.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/post-f5c1.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/07/post-b07a.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/post-8f02.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/cloud-week-2012-a521.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/cloud-week-2012-a521.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/post-6d86.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/2012-1161.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/2012-1161.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/post-ec2d.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/post-5490.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/post-5490.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/software-define-5781.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/software-define-25a7.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/software-define-9977.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/software-define-5a63.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/software-define-85be.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/software-define-d1d3.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/software-define-a0eb.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/software-define-2cc4.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/software-define-8697.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/software-define-70b8.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/ict-69dc.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/ict-69dc.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/post-bc00.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/08/3-0897.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/09/post-9925.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/09/post-ca25.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/09/post-1257.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/09/post-2009.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/09/si-95ba.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/09/post-101f.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/09/post-307f.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/09/post-307f.html
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¶ PaaS市場の行方(2012.9.6)  

¶ Software Defined Network （SDN）／OpenFlow のユーザ企業の利用例(2012.9.5)  

¶ クラウドの運用管理を考える(2012.9.4)  

¶ オープンクラウドとは？(2012.9.3)  

2012 年 10 月 

¶ ビッグデータ時代におけるデータ・サイエンティストの存在（２）求められる人材像と組織

設計(2012.10.19)  

¶ ビッグデータ時代におけるデータ・サイエンティストの存在（１）深刻化する人材不足

(2012.10. 18)  

¶ ソーシャルクラウドとは何か(2012.10.15)  

2012 年 11 月 

¶ クラウド業界への就職活動をお薦めする理由(2012.11.30)  

¶ クラウドビジネスの展開(2012.11.27)  

¶ クラウド市場における事業者の事業ドメインと収益機会(2012.11.16)  

¶ オープンソースベースのクラウドの運用管理について(2012.11.8)  

¶ vForum2012 で Cloud Foundry を見てきました(2012.11.7)  

2012 年 12 月 

¶ クラウド業界のつながりと課題認識(2012.12.18)  

¶ Cassandra 活用の最前線とクラウドエコシステム「BlueRabbit 」～Cassandra 

Conference (2012.12.17)  

¶ CloudStack とは？(2012.12.14)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/09/paas-46df.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/09/software-define-c387.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/09/post-dd87.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/09/post-b96e.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/10/post-04fe.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/10/post-04fe.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/10/post-2438.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/10/post-2438.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/10/post-e0c1.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/11/post-8d2a.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/11/post-d2df.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/11/post-95f1.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/11/post-91ff.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/11/vforum2012cloud-0dc9.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/12/post-b0b5.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/12/cassandrabluera-c531.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/12/cassandrabluera-c531.html
http://blogs.itmedia.co.jp/business20/2012/12/cloudstack-363d.html
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「 VMware と EMCが Pivotal Initiative を設立」 

CUPA 総合アドバイザー 新野 淳一 

 

2012 年はグーグルをはじめとする多くの企業が IaaS 型クラウドへの参入を発表しました。2013

年はこれら多くの IaaS 型クラウドベンダが PaaSへの参入を模索する年になりそうです。その中

でカギを握るのが、オープンソースの PaaS基盤であるCloud Foundry 。 

 

12 月に、このCloud Foundry に関する大きな動きが発表されました。 

 

VMwareと EMC が、Greenplum、Spring、Cloud Foundry などを集めた新組織「Pivotal 

Initiative」を設立。PaaS とビッグデータに焦点 

 

VMware とその親会社の EMCは、クラウドの開発プラットフォームとビッグデータに焦点を当て

た新組織「Pivotal Initiative 」を発表しました。新組織の責任者は、先日 VMware CEO を退任し

EMCのチーフ戦略オフィサーに就任していたポール・マリッツ氏が就任。 

 

Pivotal Initiative は、VMware と EMCから以下のチームを集めて組織されます。 

 

 ̧ EMCでデータウェアハウス向けデータベースやHadoopを提供していたGreenplum 

 ̧ EMCが3月に買収したばかりで、開発コンサルタントのPivotal Labs 

 ̧ VMwareでミドルウェアを提供していたSpring SourceおよびvFabric 

 ̧ VMwareのオープンソースのPaaS基盤Cloud Foundry 

 ̧ VMwareの分析ツールCetas 

 

EMCから 600 人、VMware からは 800 人の従業員が集まるとのことです。 

 

なぜ、VMware と EMCはこのような新組織を作ったのでしょうか？ 新組織を説明したブログで以

下のように書かれています。 

 

We are experienci ng a major change in the wide scale move to cloud computing, which 

includes both infrastructural transformation and transformation of how applications will 

be built and used based on cloud, mobility and big data.  

私たちはクラウドコンピュータへの大規模な移行という大きな変化を経験しています。これには、

インフラストラクチャーが変わると共に、クラウドやモバイルやビッグデータにおいてアプリケ

ーションの開発のされ方、利用のされ方の変化も含まれています。 

 

There is a significant opportunity for both VMware and EMC to provide thought and 

technology leadership, not only at the infrastructure level, but across the rapidly 

growing and fa st-moving application development and big data markets. Aligning these 

resources is the best way for the combined companies to leverage this transformational 

period, and drive more quickly towards the rising opportunities.  

ここに、インフラレベルにとどまらず、急速に成長するアプリケーション開発やビッグデータ分

野におけるVMware と EMCのテクノロジーリーダーシップにとって大きな機会があると考えま

す。両者のこうした分野に沿った組織を組み合わせることで、この変化の時代を加速し、その機

会をさらに押し広げていくことができると考えています。 

コラム-2 
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VMware は仮想化市場においてハイパーバイザと管理ツールのトップベンダとなりました。これは

クラウドのソフトウェアインフラに当たりますし、一方のEMCもストレージというハードウェア

のインフラ分野で不動のトップです。 

 

そしてこの両社は、インフラに続いてミドルウェアやソフトウェア分野においても、クラウドの変

革の中でトップの企業となるべく、今回の新しい組織を作り上げたわけです。 

 

もちろんそこには巨大な競合がいます。既存のミドルウェアや開発ツールの分野、ビッグデータな

ど分散データベースの分野には、IBM、オラクル、マイクロソフトという超巨大なベンダが待ち構

えていますし、クラウド上のソフトウェアについてもグーグル、Amazon などはすでに非常に大き

な投資を何年も続けてきています。 

 

EMCと VMware がばらばらにこの分野に投資していては、とても強力な競合に勝つことはできな

い。そう考えて両社は共同で新組織に取り組むことにしたのでしょう。ポール・マリッツ氏の

VMware CEO 退任も、もしかしたらこのことをあらかじめ折り込んでのことだったのかもしれま

せん。 

 

この Cloud Foundry は、すでにクラウドベンダへの採用が進んでいます。12 月だけでもNTT コ

ミュニケーションズ、米デルなどが発表を行いました。 

 

NTT コミュニケーションズ、米デルが相次いで Cloud Foundry を採用 

 

NTT コミュニケーションズは 12 月 3 日、Java、Ruby、PHPに対応した PaaS型クラウドサービ

スの「Biz ホスティング Cloud n PaaS」（Cloud nの読みは“クラウド・エヌ”）の提供開始を発表し

ました。 

 

Cloud n PaaSは Java、Ruby、PHPの実行環境がクラウドで提供されるため、利用者は自分でミド

ルウェアなどのインストールをしなくともすぐにアプリケーション開発に取りかかることができま

す。 

 

また運用をクラウドに任せることができると同時に、実行時の負荷に応じたスケーラビリティにも

優れているなどの利点があります。Java、Ruby、PHPの実行環境と合わせて、開発用途でのデー

タベースとしてMySQL、PostgreSQL も提供。また、サポート対象外ではあるもののNode.js 、

Python にも対応。 

 

同社は Cloud nブランドで IaaS 型のクラウドサービスを 3 月に開始してパブリッククラウドへ参

入。10 月にはオブジェクトストレージ機能を追加し、今回 PaaS型クラウドサービスを投入と、

着実にサービスを充実させてきています。 

 

Cloud n PaaSは国内のデータセンターで提供され、当初は主に企業向けに提供。一般向けには来年

3 月からオンラインによる申し込みを開始予定で、価格はこの一般向け提供開始時に公表するとの

ことです。 

 

米デルもPaaS型クラウドサービスの「Project Fast PaaS 」のプレビュー版を公開しました。 
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Project Fast PaaS は、VMware がオープンソースで開発しているCloud Foundry をベースに構

築されています。 

 

現時点でPaaSを実現するとすれば自力で開発するかCloud Foundry を選択するか、事実上選択

肢はこのふたつでしょう。基本的にハードウェアベンダであるデルにとって自力開発を選ぶ積極的

な理由はありませんから、デルにとってCloud Foundry が唯一の選択肢だったといえるます。 

 

レッドハットもOpenShift を公開 

 

オープンソースの PaaS基盤としては、11 月末にレッドハットもOpenShift をリリースしていま

す。まだリリースされたばかりで採用例もレッドハット自身しかなく評価も定まっていませんが、

2013 年には採用例が登場してくることでしょう。 

 

これまで、PaaS型クラウドといえばGoogle App Engine やWindows Azure 、Salesforce 

Force.com をはじめ、Heroku や Engine Yard 、Amazon Beanstalk など、独自にベンダが基盤

ソフトウェアを作り込んで提供するものでした。 

 

Cloud Foundry や OpenShift は、これを誰でも調達可能にすることで、より多くの選択肢をユー

ザーに提供してくれることになるはずです。これによりいずれ、クラウドの運用力や性能といった

面での競争が高まってくることになるでしょう。 
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(ISC)2 人材育成セミナー（東京） 

https://www.isc2.org/japan/news_20130115.html  

開催日：2013 年 1 月 15 日（火） 

開催場所：株式会社ラック（東京都千代田区平河町 2-16-1 平河町森タワー） 

講演 株式会社ディアイティ 河野 省二 様 (CUPAセキュリティアドバイザー) 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

ケイ・オプティコム クラウドセミナー（大阪） 

URL：未 

開催日：2013 年 1 月 16 日（水） 

開催場所：株式会社ケイ・オプティコム （大阪市北区中之島 3-3-23 中之島ダイビル） 

講演：株式会社ディアイティ 河野 省二 様 (CUPAセキュリティアドバイザー) 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

CROSS 2013  

http://www.cross -party.com/program/  

開催日：2013 年 1 月 18 日(金) 

開催場所：ベルサール新宿グランド(東京都新宿区西新宿 8-17-3)  

セッションタイトル：Tech 10 ～ 田中社長、池本編集長が語る 2013 年の技術と技術者 ～ 

セッションオーナー：株式会社データホテル  伊勢 幸一  様(CUPA総合アドバイザー) 

セッションタイトル：クラウドな働き方 x 介護 ～来るべき育児と介護をどう IT の力で乗り越える

か！？～ 

登壇者：株式会社ビーブリッド  竹下 康平 様（CUPA運営委員）  

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

IT エースを狙え 

http://www.yokotecci.or.jp/itap/  

開催日：2013 年 1 月 18 日（金）-1 月 20 日（日） 

開催場所：秋田県横手市（セミナーにより会場が異なります。主催者HPをご覧ください。） 

講師：株式会社ディアイティ 河野 省二 様 (CUPAセキュリティアドバイザー) 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

イベント名：IDC フロンティア 2013 年新年会 

URL：未 

開催日：2013 年 1 月 23 日（水） 

開催場所：青山ダイヤモンドホール(東京都港区北青山 3-6-8)  

講演：モバイルクラウド 2.0 に向け、IDCF に期待すること 

         デロイト トーマツ コンサルティング株式会社 パートナー 八子 知礼 様（CUPA運営委員） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

JIPDECプライバシーマークセミナー（大阪） 

http://privacymark.jp/news/2012/0911/index.html  

開催日：2013 年 1 月 23 日（水） 

開催場所：クレオ大阪西ホール 大阪市立男女共同参画センター(大阪市此花区西九条 6-1-20)  

講師：株式会社ディアイティ 河野 省二 様 (CUPAセキュリティアドバイザー) 

 

 

 

 

イベント・カレンダー （2013 年 1月 11 日～2013年 3 月 31 日） 

https://www.isc2.org/japan/news_20130115.html
http://www.cross-party.com/program/
http://www.yokotecci.or.jp/itap/
http://privacymark.jp/news/2012/0911/index.html
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デバイスとクラウドの高度融合による新事業創出研究会 

URL：未 

開催日：2013 年 1 月 24 日(木) 

開催場所：株式会社日立東日本ソリューションズ(仙台市青葉区本町 2-16-10)  

講演：北海道大学情報基盤センター棟朝 雅晴 様 （CUPA総合アドバイザー） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

FISA クラウドセミナー（福岡） 

URL：未 

開催日：2013 年 1 月 24 日(木) 

開催場所：福岡県Ruby・コンテンツ産業振興センター(福岡県福岡市博多区博多駅東 1-17-1)  

講演：株式会社ディアイティ 河野 省二 様 (CUPAセキュリティアドバイザー) 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

日本 OpenStack ユーザ会 第 11 回勉強会 

URL：未 

開催日：調整中 1～2 月予定 

開催場所：調整中 

主催：伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（日本OpenStack ユーザ会) 

     中島 倫明 様 （CUPA技術アドバイザー） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

第２回ビッグデータと統計学研究集会 

http:/ /dsms.iic.hokudai.ac.jp/BIGDATA/  

開催日：2013 年 2 月 4 日(月) 

開催場所：北海道大学百年記念会館(北海道札幌市北区北 8 条西 5 丁目) 

主催：北海道大学情報基盤センター棟朝 雅晴 様 （CUPA総合アドバイザー） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

学術情報基盤オープンフォーラム 大学のクラウド活用における、検証と課題と対策案（仮） 

http://openforum.nii.ac.jp/  

開催日：2013 年 2 月 8 日(金) 

開催場所：国立情報学研究所(東京都千代田区一ツ橋 2-1-2)  

講演、パネラー：北海道大学情報基盤センター 棟朝 雅晴 様 （CUPA総合アドバイザー） 

------------------------------------------------ --------------------------------- -------------------  

オープンソースカンファレンス 2013 Tokyo/Spring  

http://www.ospn.jp/osc2013 -spring/  

開催日：2013 年 2 月 22 日(金)- 23 日(土) 

開催場所：明星大学(東京都日野市程久保 2-1-1)  

講演、ブース出展：伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（日本OpenStack ユーザ会) 

          中島 倫明 様 （CUPA技術アドバイザー） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

OpenStack Day Tokyo 2013  

告知サイト情報(URL)：未 

開催日：2013 年 3 月 12 日(火) 

主催：伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（日本OpenStack ユーザ会) 

    中島 倫明 様 （CUPA技術アドバイザー） 

後援：荒井 康宏 様 (オープンクラウドキャンパス事務局長) (CUPA 運営委員長(代表理事)) 

 

http://dsms.iic.hokudai.ac.jp/BIGDATA/
http://openforum.nii.ac.jp/
http://www.ospn.jp/osc2013-spring/
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Cloud Show Japan Tokyo 2013  

http://www.cloudshow.jp/  

開催日：2013 年 3 月 21 日(木)-22( 金) 

開催場所：東京ビックサイト 

主催：一般社団法人クラウド利用促進機構(CUPA)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.cloudshow.jp/
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事務局後記 

山手線に踏切が存在していた!! 

鉄道マニアの人は知っているのかもしれないが、一般の人は 

まさか山手線内に踏切が有るなど想像すらしないと思う。 

以前、山手線に乗り、ぼんやりと外を眺めているときに、 

この踏切を発見、先日現地に行って確かめた。 

その踏切の所在地は、駒込と田端の間に有り、駒込から田端 

に向かうとき、左側（山手線の外側）にゴルフ小物・雑貨 

メーカー「ライト商会」の大きなゴルフボール・オブジェが 

立っている。そこが現地である。 

写真でも分かるように車も通過できる立派な？踏切であった。 

人間には「思い込み」があり、「山手線に踏切が存在するわけがない」という思い込みが、間違っ

た判断をしていたといえる。ビジネスでも思い込みには注意したいものである。 

 

ここで、「鉄道」を意味する「railway 」には、「鉄」という意味はない。実は鉄道の線路のはじ

まりは「鉄」ではなく、「石」だった。 

線路のはじまりは、今から約 4200 年前のバビロニア（現在のイラク）にまでさかのぼる。溝の付

いた石のブロックが平行に並んだ、レールの幅約 1.5ｍの線路が発見されているのだ。古代ギリシ

ャでは、約 1.6ｍの溝付き石を用いた、荷車用の線路が使われていて、その遺跡がギリシャ各地に

残っている。 

ところで、鉄道と自動車の違いは、線路が有るか無いかにある。まっすぐな道を走るだけなら線路

はいらないが、カーブを曲がる時には、大きな力が必要となる。だが線路があれば、舵をとる必要

は無い。鉄製レールの登場は 18 世紀半ばのことで、始めはレールの上に荷車をのせ、人や馬の力

で動かした。 

1769 年にフランスのニコラス・ジョゼフ・キュニュー（1725 -1804 年）が発明した蒸気自動車

は、線路の無い道を走る三輪車だった。試運転では快調に動いたが、向きを変えようとした時、車

体が重かったため舵がとれず、塀にぶつかって壊れてしまった。それ以降、キュニューは開発をあ

きらめてしまった。 

その後、世界初の蒸気機関車は、1804 年イギリスのリチャード・トレビシック（1771 －1833 年）

によって発明された。しかし、レールは鉄を溶かして型に入れて作っただけの鋳鉄製（ちゅうてつ）

だったため、折れやすいという欠点があった。 

世界初の本格的な鉄道は 1825 年に開通した。イギリスのストックトン・ダーリントン鉄道に高度

な製鉄技術を用いて作った、今日のような丈夫で強い錬鉄性（れんてつ）のレールが初めて使われ

たのだ。ちなみにこの鉄道のレールの幅 1.435 ｍは、今日も標準の幅として世界中で使われている。 

講談社：アラマタ大辞典 

＠5 

 

CUPAレポートへのご意見・リクエストなど事務局までお知らせ下さい！contact@cloud.or.jp  

 

mailto:contact@cloud.or.jp
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《「CUPAḱƤǂǇɉ」のご案内 》 

 

下記の日時で「第 4 回 CUPAḱƤǂǇɉ」を開催いたします。 

日時：1 月 16 日（水曜）19：30～21：00 

会場：クリエーションライン株式会社 会議室 

   東京都千代田区神田佐久間町 3-6 M’s WORKS BLDG 3F 

 

対談者：調整中 

テーマ：「クラウドとNW 仮想化」（予定） 

 

◆詳細はCUPAの facebook ページにてご案内いたします。 

http://www.facebook.com/cupa.jp  

 

 

会員企業様や関係者は無料で入場できます（アルコールも少量ですが準備致します）。 

ご多忙とは存じますが、ご来場の程宜しくお願い致します。 

尚、ご来場の際は、お手数でも事前に下記メルアドまでご連絡をお願い致します。 

contact@cloud.or.jp  

 

関係者以外の方はUSTREAMで視聴できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本企画では「ご希望の対談者」や「対談テーマ」などを募集しています。 

下記のアドレスまでご要望などをご送信ください。 

contact@cloud.or.jp  

 

以上、宜しくお願い申し上げます。 

http://www.facebook.com/cupa.jp
mailto:contact@cloud.or.jp
mailto:contact@cloud.or.jp

